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バルブ・水栓特集

魏〓鷲
●
、

昨
年
は
、
先
行
き
不
透
明

な
状
況
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
が
、
他
の
工
業
分
野
と
同

様
に
バ
ル
ブ
業
界
に
お
い
て

も

一
昨
年
の
後
半
を
底
に
概

ね
回
復
基
調
と
な

っ
て
お

り
、
２
０
２
２
年
は
コ
ロ
ナ

前
の
水
準
に
戻
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

昨
年
、
当
工
業
会
は
、
創

立
７０
周
年
を
迎
え
る
２
０
２

３
年
度
を
最
終
年
度
と
す
る

中
期
活
動
計
画
Ｖ
７〇

一＞
〓

「ｏ
『

∽
ｏ
ｏ
一の
一
く
～
社
会
を

支
え
る
バ
ル
ブ
産
業
の
更
な

一
般

社

団

法

人

日
本

バ

ル
ブ

エ

業

会

と

は

？

バ
ル
ブ
エ
業
の
進
歩
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し

、

■

９

５

４

年

３

月

２１

日
、
主
要
バ
ル
ブ
製
造
業
者

が

参

加

し

「
日

本

弁

工

業

会
」
を
設
立
。
こ
れ
が
、
日

本
バ
ル
ブ
エ
業
会

（会
長

＝

堀

田
康

之

氏

・
キ

ッ
ツ

会

長
、
本
部
所
在
地

＝
東
京
都

港
区
）
の
前
身
で
あ
り
、
そ

の
後
は
名
称
変
更
等
を
経
て

２
０
■
３
年
４
月
■
日
、

一

般
社
団
法
人

へ
と
法
人
移
行

し
た
。
同
工
業
会
は
設
立
当

初
か
ら
今
日
ま
で
経
済
情
勢

の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
バ

ル
ブ
エ
業
発
展
の
た
め
に
有

効
な
事
業
を
実
施
し
現
在
は

正
会
員
■
■
３
社
、
賛
助
会

員
６５
社

（２
０
２
２
年
３
月

１４
日
現
在
）
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
後
に
、
発
足
日
で
あ

る
３
月
２１
日
が

「バ
ル
ブ
の

日
」
と
制
定
さ
れ
た
。

る
進
化
の
た
め
に
～
」
を
策

定
い
た
し
ま
し
た
。

人
財
育
成
、
高
齢
者
の
就

労
促
進
そ
し
て
女
性
の
就
労

環
境
の
改
善
や
、
Ａ
Ｉ
、
Ｉ

ｏ
Ｔ
な
ど
の
先
進
技
術
を
取

り
込
み
、
Ｄ
Ｘ
を
積
極
的
に

進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
新
し

い
働
き
方

へ
の
転
換
を
促
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
地
球
環
境

の
変
化
や
温
暖
化

へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
環
境
負
荷
低

減
に
貢
献
す
る
製
品
づ
く
り

を
進
め
る
と
と
も
に
、
カ
ー

同
工
業
会
は
理
事
会
の
も

と
に
運
営
会
議
、
部
会
、
委

員
会
を
設
け
て
い
る
。
部
会

は
バ
ル
ブ
、
自
動
弁
、
水
栓

の
３
つ
に
分
か
れ
、
委
員
会

に
は
各
種
対
策
に
必
要
な
事

項
を
審
議
す
る
多
く
の
種
類

が
あ
る
。
ま
た
、
国
内
を
４

地
区
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
区
に
支
部

（東
京

。
東
海

＆
近
畿

・
彦
根
）
を
設
け
、

各
地
区
会
員
を
対
象
と
し
た

地
区
活
動
を
行

っ
て
い
る
。

主
な
事
業
と
し
て
、
①
政
府

の
施
策
に
対
す
る
協
力

・
要

望
。
②
Ｉ
Ｓ
Ｏ
、
Ｉ
Ｅ
Ｃ
、

Ｊ
Ｉ
Ｓ
、
お
よ
び
Ｊ
Ｖ
規
格

に
関
す
る
標
準
化
事
業
。
③

情
報
交
換
、
経
営
対
策
ヽ
技

術
対
策
を
行
う
部
会
活
動
。

④
経
営
対
策
、
技
術
対
策
、

マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
、
規
格

・

基
準
な
ど
に
関
す
る
特
定
の

事
項
を
調
査
研
究

・
審
議
す

る
委
員
会
活
動
。
⑤
海
外
市

場
調
査
、
展
示
会
参
加
、
海

外
バ
ル
ブ
業
界
と
の
交
流
、

視
察
団
派
遣
な
ど
に
よ
る
貿

易
振
興
。
⑥
広
報
事
業
▽
会

報
、
概
況
調
査
報
告
書
、
バ

ル
ブ
技
術
な
ど
刊
行
物
の
定

期
発
行
、
バ
ル
ブ
に
関
す
る

技
術
お
よ
び
経
営
事
項
に

つ

一

い
て
の
専
門
家
に
よ
る
説
明

一
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
こ

の
４
年
の
間
に
行

っ
て
き
た

さ
ま
ざ
ま
な
活
動

ｏ
取
り
組

み
を
同
工
業
会
が
総
括
し
、

こ
の
た
び
完
了
報
告
と
し
て

取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
の

〃
快
適
な
水
回
り
″
を
創

造
す
る
Ｋ
Ｖ
Ｋ

（社
長

＝
末

松
正
幸
氏
、
本
社

＝
岐
阜
県

加
茂
郡
富
加
町
）
は
、
キ

ッ

総
括
は
、
同
工
業
会
の
ホ
ー

ム

ベ
ー
ジ
で
読
む
こ
と
が
で

き
る
。

ま
た
、
２
０
０
７
年
度
に

策
定
さ
れ
た

「バ
ル
ブ
産
業

ビ
ジ

ョ
ン
」
の
１０
年
間
の
活

チ
ン
用
水
栓
の
グ
ー
ス
ネ

ッ

ク
シ
ン
グ
ル
Ｋ
Ｍ
６
０
６
■

タ
イ
プ
に
、
新
し
い
色
調
の

『
グ

ロ
ス
ホ
フ
イ
ト
』

「
グ

ロ
ス
ブ
ラ

ッ
ク
』
を
新
規
投

入
す
る
。
新
色
の
グ

ロ
ス
調

は
艶
が
あ
り
、
き
れ
い
な
仕

上
が
り
で
、
陶
器
の
風
合
い

に
も
似
た
色
調
に
仕
上
が

っ

て
い
る
。
・

こ
こ
数
年
、
同
社
が
撥
水

製
品
の
展
開
に
力
を
入
れ
て

き
た
な
か
で

ユ
ー
ザ
ー
か
ら

「カ
ラ
ー
水
栓

も
撥
水
が
ほ
し
い
」
と
の
要

望
に
答
え
る
カ
タ
チ
で
今
回

の
新
規
投
入
が
実
現
。
従
来

の
マ
ッ
ト
調
で
は
で
き
な
か

っ
た
撥
水
加
工
も
施
さ
れ
掃

除
の
手
間
を
楽
に
し
て
く
れ

る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

使
う
だ
け
で
な
く
、　
〃
魅
せ

る
″
水
栓
が
求
め
ら
れ
る
昨

今
、
キ

ッ
チ
ン
空
間
の
新
し

い
選
択
肢

・
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー

ト
と
し
て
役
に
立
つ
ア
イ
テ

ム
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

『
色
も
き
れ
い
』

『
掃
除

も
簡
単
』

『
使
い
勝
手
も
よ

い
』
と
３
拍
子
揃

っ
た
、
新

し
い
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
る

水
栓
。
同
社
は
、

「幅
広
く

お
使
い
い
た
だ
き
た
い
た
め

に
、
価
格
も
よ
り
抑
え
た
商

品
展
開
に
し
て
お
り
ま
す
」

と
、
ユ
ー
ザ
ー

ヘ
の
配
慮
も

「バ
ル
ブ
の
日
」
に
あ
た
つ
て

一
般
社
団
法
人
日
本
バ
ル
ブ
エ
業
会

会

長

堀
田
　
康
之

バ
ル
ブ
産
業
の
現
況

経
済
産
業
省
の

「
工
業
統

計
」
に
よ
る
と
、
日
本
の
バ

ル
ブ
製
造
業
は
２
０
■
９
年

時
点
で
従
業
員
数
４
名
以
上

の
事
業
所
数
は
４
０
７
事
業

所
を
数
え
、
・前
年
か
ら
■
事

業
所
増
え
て
い
る
。
ま
た
、

年
間
生
産
額
は
５
２
６

５
億

ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け

て
、
未
来
の
社
会
に
貢
献
で

き
る
先
進
的
な
技
術
と
環
境

に
配
慮
し
た
商
品
の
開
発
に

取
り
組
み
、
バ
ル
ブ
産
業
の

認
知
度
と
魅
力
を
高
め
て
ま

い
り
ま
す
。

こ
の
ア
ク
シ

ョ
ン
を
通

じ
、
当
工
業
会
を
挙
げ
て
持

続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所

存
で
す
の
で
、
今
後
と
も
む

指
導
む
鞭
撻
の
程
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
あ
が
ま
す
。

円
と
な

っ
た
。
国
内
の
多
く

の
事
業
所
は
、
そ
の
大
部
分

が
小
規
模
の
機
械
加
工
を
専

門
と
す
る
工
場
で
あ
り
、
自

社
ブ
ラ
ン
ド
で
製
造

ｏ
販
売

を
行
う
会
社
は
■
５
０
社
程
・

度
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
会
社

億円)(単位

は
、

一
般
に
品
種
、
材
料

、

用
途
な
ど
に
よ

っ
て
そ
れ
ぞ

れ
専
門
的
な
生
産
体
制
を
と

っ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
さ
ら

に
、
標
準
化
さ
れ
た
製
品
を

量
産
方
式
で
生
産
す
る
会
社

と
、
特
別
な
仕
様
に
基
づ
い

て
受
注
生
産
を
行
う
会
社
と

に
概
ね
分
か
れ
る
。

最
近
の
生
産
状
況

経
済
産
業
省
の

「金
属
製

品
統
計
」
に
よ
る
と
、
２
０

２
０
年
度

（２
０
２
０
年
４

月
■
日
～
２

０
２
■
年
３

月
３１
日
）
の

バ
ル
ブ
生
産

額
は
４
６
■

３
億
円

（表

■
を
参
照
）

で
、
前
年
度

に
比

べ
て
０

・
４
％
ア

ッ

プ

し

て

い

る
。
こ
こ
数

年
は
震
災
の

復
興
需
要
や

首
都
圏
の
建

築

・
イ
ン
フ

ラ
整
備
な
ど

に
よ
り
建
築

設
備
部
門
の

国
内
需
要
は

あ
る
程
度
堅

調
な
傾
向
を

示
し
た
が
、

今
な
お
世
界

的
に
猛
威
を

振
る
い
続
け

る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
る
国
内
外

の
景
気
低
迷
が
今
後
も
続
く

と
予
想
さ
れ
、
先
行
き
不
透

明
な
状
況
が
ま
だ
ま
だ
続
く

と
思
わ
れ
る
。◇

注

¨
表
■
の
統
計
数
値
は

単
位
以
下
四
捨
五
入
を
行

っ

て
い
る
の
で
合
計
と
内
訳
が

一
致
し
な
い
場
合
が
あ
る
。

億円)

■表 2 バルブの輸出・輸入状況

経済産業省 :鉄鋼・非鉄金属 。金属製品統計年報による

(単位

会

ｏ

中
期
活
動
計
画
Ｖ
７０

く
く
″
〓
」０
「
∽
０
〇
一０
静
く
′，

日
本
バ
ル
ブ
エ
業
会
は
、

創
立
７０
周
年
を
迎
え
る
２
０

２
３
年
度
ま
で
の
中
期
活
動

計
画

「
Ｖ
７０
」
を
策
定
し
て

い
る
。

「次
世
代

へ
つ
な
げ

る

新
し

い
働

き

方

へ
の
転

換
」

「未
来
の
社
会
に
貢
献

で
き
る
先
進
的
な
技
術
と
商

品
づ
く
り
」

「社
会
全
体
の

脅
威

・
リ
ス
ク
に
対
応
で
き

る
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
と
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ

ィ
の
強
化
」

「
バ
ル
ブ
産
業
の
認
知
度
向

上
」
を
大
き
な
柱
と
し
て
、

バ
ル
ブ
産
業
の
発
展
に
向
け

て
各
組
織
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ア

ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
を
実
施
し

て
い
る
。

２
０
■
７
年
度
に
策
定
さ

れ
た

「
Ｖ
２
０
２
０
」
の
４

年
間
の
活
動
計
画
は
、
２
０

２
０
年
度
を
も

っ
て
終
了
し

て
い
る
。
本
計
画
の
ア
ク
シ

撥
水
加
工
の
カ
ラ
ー
水
栓

価
格
を
抑
え
５
月
発
売
予
定

■表 3 2020年度の国別上位 5カ国

2011年 度 613 185 601 251 62 4,009

2012 514 169 598 247 59 1 051 3_838

2013 568 153 599 259 59

2014 589 154 635 264 73

2015 682 144 608 256 62 1,295 1,098 4,146

2016 811 141 581 268 58 1,386 1,085 4,330

2017 1,094 122 588 295 66 1,513 1,097 4 775

2018 958 127 599 296 64 1.507 1 107 4,658

2019 954 157 587 280 55 4 594

2020 1,129 132 564 267 43 1,453

ヽ
ヽ
、

輸出 4,702 5,302 5,425 5,038 5,019

輸入 2,436 2,693 2,794 2,683 2,442

中   国 1,836 中  国 728

アメリカ 751 アメリカ 408

韓   国 562 ベトナム 303

4 タ   イ 251 ド イ ツ 161

台   湾 202 韓   国 138

動
計
画
は
、
２
０
■
６
年
度

を
も

っ
て
終
了
し
て
い
る
。

本
ビ
ジ

ョ
ン
の
ア
ク
シ

ョ
ン

プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
１０
年
の

間
に
行

っ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま

な
活
動

・
取
り
組
み
が
同
工

っ
て
総
括
さ
れ
、

完
了
報
告
と
し
て
取
り
ま
と

め

ら
れ

て

い

る
。
こ

ち

ら

も
、
同
工
業
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
内
で
読
む
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。

水
の
機
種
設
定
が
あ
る
。
ま

た
、
撥
水
加
工
の
な
い
タ
イ

プ
も
併
せ
て
用
意
さ
れ
て
い

る
。
詳
し
く
は
、
同
社
の
各

支
社

・
営
業
所
ま
で
問
い
合

わ
せ
を
。

右
↓

左

、
左
↓

右

、
上
↓

下
、
下
↓
上
と
、
ど
の
方
向

も
可
能
だ

（た
だ
し
、
下
↓

上
の
場
合
は
フ
ラ

ッ
シ

ュ
ス

チ
ー
ム
が
ス
チ
ー
ム
ト
ラ

ッ

プ
の
入

国
に
滞
留
し
な
い
配

慮
が
必
要
）
。

バ
リ

エ
ー
シ

ョ
ン
も
豊
富

で
、

「
Ｔ
Ｓ
Ｆ

１
１０

ｏ
ｌｌ
Ｓ

シ
リ
ー
ズ
」
そ
れ
ぞ
れ
で
０

ｏ
５
Ｍ
Ｐ

ａ
／
■
Ｍ
Ｐ

ａ
／

２

ｏ
■
Ｍ
Ｐ

ａ
の
オ
リ
フ
ィ

ス
が
選
択
で
き
る
。
最
適
な

オ
リ
フ

ィ
ス
を
選
択
す
る
こ

と
で
最
適
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
本
製
品
は
発
揮
し
て
く

れ
る
。
接
続
方
法
は
、
ね
じ

込
み
式
で
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｒ

ｃ

／
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
用
意
。
フ
ラ
ン

ジ
式
で
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ
ｌＯ
Ｋ
Ｆ
Ｆ

／
Ｊ
Ｉ
Ｓ
２０
Ｋ
Ｒ
Ｆ
／
Ａ
Ｎ

Ｓ
Ｉ
■
５
０
ｌ
ｂ
／
Ａ
Ｎ
Ｓ

Ｉ
３
０
０
ｌ
ｂ
の
バ
リ
エ
ー

シ

ョ
ン
を
揃
え
て
い
る
。
主

な

仕

様

は
▽
Ｔ
Ｓ
Ｆ
‐１０
Ｓ

・
１０
Ｓ
Ｆ

¨
１５
Ａ
～
％

Ａ
／

Ｔ
Ｓ
Ｆ
‐
１ｌ
Ｓ

ｏ
ｌｌ
Ｓ
Ｆ

一

２５
Ａ
～
５０
Ａ
▽
適
用
圧
力
範

囲

（最
高
作
動
圧
力
差
）

＝

Ｏ

ｏ
Ｏ
■
～
０

・
５
Ｍ
Ｐ

ａ

／
■

ｏ
Ｏ
Ｍ
Ｐ

ａ
／
２

ｏ
■

Ｍ
Ｐ

ａ
▽
最
高
使
用
温
度

＝

２
２
０
度
。
本
製
品
に
関
す

る
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
は
、

同
社

エ
ン
ジ

エ
ア
リ
ン
グ
事

業

部
▽
電

話

＝
０
５
６
８

（
７５
）
４
３
３
６
ま
で
連
絡

を
。

≡
菫
彗
Ξ
〓
ョ
ョ
ョ
〓
≡
〓
≡
≡
言
〓
〓
ヨ
〓
言
言
≡
ョ
〓
ロ
ョ
〓
〓
菫
≡
≡
≡
〓
≡
≡
〓
≡
≡
言
≡
ョ
〓
〓
三
ョ
ョ
ョ
喜
≡
ョ
ョ‐〓
ヨ
ヨ
〓
ヨ
ヨ
〓
三
言
〓
ヨ
〓

忘
れ
て
い
な

レ
　
２
０
２

２
年
５
月
の

発
売
が
予
定

さ

れ

て

い

る
。本

商
品
、

●
グ

ロ
ス
ホ

フ
イ
ト
撥
水

タ
イ
プ

（写

真
の
商
品
）

…
Ｋ
Ｍ
６
０

６
■
Ｅ
Ｃ
Ｃ
４
Ｈ
Ｓ
、
●
グ

ロ
ス
ブ
ラ

ッ
ク
撥
水
タ
イ
プ

…
Ｋ
Ｍ
６
０
６
■
Ｅ
Ｃ
Ｃ
５

Ｈ
Ｓ
の
ほ
か
、
ス
ペ
ー
ス
に

配
慮
し
た
Ｋ
Ｍ
６
■
０
■
タ

イ
プ
に
も
同
様
の
カ
ラ
ー
撥

覇1圏|昨
今
、
蒸
気
ド
レ
ン
配
管

の
ス
テ
ン
レ
ス
化
が

一
般
的

と
な

っ
て
い
る
。
そ
ん
な

ニ

ー
ズ
に
応
え
る

べ
く
、
ヨ
シ

タ
ケ

（社
長

＝
山
田
哲
氏
、

本
社

＝
名
古
屋
市
昭
和
区
）

は
、
ス
テ
ン
レ
ス
製
フ

ロ
ー

ト

式

ス
チ

ー

ム
ト

ラ

ッ
プ

「
Ｔ
Ｓ
Ｆ

１
１０

・
１ｌ
Ｓ
シ
リ

ー
ズ
」
を
開
発

（写
真
は
Ｔ

Ｓ
Ｆ

１
１０
Ｓ
）
。
現
在
、
絶

賛
発
売
中
だ
。

多
量
の
ド
レ
ン
排
出
に
対

応
で
き
る
フ

ロ
ー
ト
式
に
加

え
「
流
れ
方
向
の
制
限
の
な

い
取
り
付
け
を
可
能
に
す
る

カ
セ

ッ
ト
方
式
を
採
用
し
た

同
社
初
と
な
る
ス
テ
ン
レ
ス

製
ス
チ
ー
ム
ト
ラ

ッ
プ
。
そ

ス
テ
ン
レ
ス製
フ
ロ‐
卜
式
スチ
ー
ム
ト
ラ
ップ

「
Ｔ
Ｓ
Ｆ
１
１。
・
Ｈ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
」

の
オ
ー
ル
ス
テ
ン
レ
ス
製
の

メ
リ

ッ
ト
は
、
空
気
中
の
窒

素
等
を
取
り
込
み
な
が
ら
蒸

気
よ
り
凝
縮
す
る
腐
食
性
の

高
い
ド
レ
ン
に
対
し
て
も
高

い
耐
久
性
に
あ
る
。

フ
タ
部
の
プ
レ
ー
ト
が
垂

直
に
な
る
よ

う
に
し
て
Ｔ

Ｏ
Ｐ
と
表
記

さ
れ
て
い
る

部
分
を
上
に

し
た
状
態
で

あ
れ
ば
本
体

部
を
３
６
０

度
ど
の
方
向

で
も
配
管
可

能
で
あ
る
。

流
れ
方
向
も

目表 1 バルブの品種別生産額
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STEAM TRAP CHEEKER

凸W鰯蠣 M

長年に渡るユーザー様で実施したトラップ診断による

Y□琴‖飢色繁甕築轟聾:ξ嘱「::鰹覇認955-5

高速診断

操作性シンプル

httpS:〃 kakudattp

①基理カクダf覇嶽肝ヨ‐|

国塚::√戯匿ン1鼈・ (勲
メンテオンスの1棚念を変える ノ

ワシノ機器 洗浄式ス トレーナ
SPEEDY・・0作業1時間が大豆い !

〈ユーザー様の声〉
。作業時間30分から20秒～30秒に短縮で

きた。 (某製鐵メーカー)

作業負荷の低減に繋がった。

(某 石油化学メーカー)

危険なカバー開放作業がなくなり安心。

(某 自動車メーカー)

ラインを止めなくて良いので、稼働率が

UPし た。 (某自動車部品メーカー)

籠をzttw魚兼c詐式会社

…作業が安全
…作業が簡単

●東京営業,

(06)

SAFETY
S:MPLE.

蒸気と水を素早く直接混合
温水を簡単に供給できます。

●取付容易な軽量・コンパクト設計

●手元での開閉操作が可能な
先止め方式を採用

TR-5の 用途

●製造工場

●食品工場

などの機器・装置・

床の高温洗浄

●水側が先に流れる
安全設計

TR-5型

コルゲート管付 架橋利 エチレン管 低巻きぐせタイプ

コルゲートイージーカポリ
0000 0ES,G‖ AV,ARD

2021年度受賞0

1爾

=勒

鉤1伸縮が簡単

熙 キズに強い

判 取り回し楽々

撥水膜覇…ティング瀬麗工が水をはじく!

趾秒羨跛蒻
昴

KM6061ECHS
シングルシャワー付混合栓

株 式会社 KiVK 本社・本社工場/岐阜県加茂郡富加町高畑字稲荷641番地
営業本部/TEL 0574-55-1170東 北支社/TEL 022-288-4611 関東支社/TEL.03-5962-3925
関西支社/TEL.06-6536-2511 西日本支社/TEL.092-41卜 3054
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番霊璽覇地
震
な
ど
の
災
害
発
生
後

の
水
に
関
し
て
は
、
通
水
が

復
旧
す
る
ま
で
水
の
安
全
は

受
水
槽
の
手
前
に
設
置
さ
れ

た
緊
急
遮
断
弁
に
よ
り
確
保

さ
れ
て
い
る
が
、
復
旧
後
の

初
期
通
水
時
に
土
砂
な
ど
が

流
れ
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
を

防
止
す
る
た
め
に
も
、
緊
急

遮
断
弁
手
前

へ
の
ス
ト
レ
ー

受

水

槽

へ
の
Ｂ

Ｃ

Ｐ
新

提

案

ス
ト
レ
ー
ナ
『
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｆ
１
３
』

一
輪
挿
し
の
よ
う
に
凛
と
し
た
什
ま
い

『
い
ち
り
ん
』
（洗
面
器
セ
ッ
ト
）

げ

た

鋼

板

が

使
わ

れ

て

お

り

、
水
の
流
れ
を
目
と
耳
で

楽
し
め
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て

い
る
。
イ
メ
ー
ジ
に
合
わ
せ

て
新
た
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た

信
楽
焼
洗
面
器
と
と
も
に
、

空
間
に
和
の
趣
き
を
演
出
し

て
く
れ
る
。

竹
は
生
育
が
早
い
こ
と
で

知
ら
れ
、
放
置
さ
れ
た
竹
林

が
周
囲
の
植
生
を
侵
す
竹
害

が
問
題
に
な

っ
て
い
る
。
そ

ん
な
竹
を
価
値
あ
る
資
源
と

と
ら
え
、
も
の
づ
く
り
に
有

効
活
用
す
る
こ
と
は
、
社
会

に
サ
ス
テ

ィ
ナ
ブ
ル
な
循
環

の

「
環
」
を

つ
く

っ
て
い
く

こ
と

と

同
社

は

考

え

て

い

る
。
し
か
し
、
規
格
化
の
必

要
な
工
業
製
品
を
自
然
素
材

で
製
作
す
る
こ
と
は
非
常
に

難
し
く
、
特
に
竹
材
は
そ
の

ま
ま
使
用
す
る
と
反

っ
た
り

変
形
し
た
り
腐
敗
す
る
可
能

性
が
あ
る
。

『
い
ち
り
ん
』

に
は
そ
の
影
響
を
軽
減
す
る

た
め
に

コ
ー
テ

ィ
ン
グ
を
８

層
、
最
外
層
は
竹
の
質
感
を

出
す
た
め
に

マ
ッ
ト

コ
ー
ト

が
施
さ
れ
て
い
る
。

素
材
と
な
る
竹
材
は
、
日

本
や
中
国
で
自
生
し
て
い
る

孟
宗
竹
を
使
用
。
竹
は
約
３

年
で
有
効
資
材
と
な
る
が
、

天
然
素
材
ゆ
え
に
材
料
と
し

て
使
用
で
き
る
か
の
見
極
め

が
非
常
に
難
し
い
素
材
で
も

あ
る
。
そ
の
見
極
め
が
で
き

る
職
人
が
多
数
い
る
高
知
県

の
素
材
が

『
い
ち
り
ん
』
に

は
使
用
さ
れ
て
い
る
。
手
洗

い
水
栓
と
し
て
最
適
な
流
量

を
保
ち

つ
つ
、
鋼
板
の
上
を

美
し
く
流
れ
る
よ
う
に
流
水

路
の
径
や
角
度
、
形
状
を
設

定
。
ン
バ
ー
な
ど
外
装
の
金

属
部
分
は
南
部
鉄
器
を
イ
メ

ー
ジ
さ
せ
る
デ
ザ
イ
ン
に
仕

上
が

っ
て
お
り
、
こ
れ
は
、

ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
質
感
を
、
粉

体
を
含
ん
だ
塗
料
で
実
現
し

た
と
い
う
。
ま
た
、
水
栓
に

合
わ
せ
て
新
た
に
信
楽
焼
洗

面
器
も
デ
ザ
イ
ン
。
丸
型
、

八
角
型
そ
れ
ぞ
れ
２
カ
ラ
ー

展
開
で
、
計
４
ア
イ
テ
ム
が

用
意
さ
れ
て
い
る
。

本
製
品
に
関
し
て
詳
し
く

は
、
同
社
カ
ス
タ

マ
ー
セ
ン

タ
ー
▽
通
話
無
料

（０
■
２

０
）
０６

‐
９
７
２
■

（午
前

９
時
～
午
後
５
時
）
、
ま
た

は
、
各
支
店

。
営
業
所
ま
で

問
い
合
わ
せ
を
。

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｉ

（社
長

＝
西

岡
利
明
氏
、
本
社

＝
大
阪
市

東
成
区
）
の
２
０
２
■
年
度

新
製
品

『
い
ち
り
ん
』
の
水

栓
は
、
本
物

の
竹
を
素
材

と

し

て

い

る
。
竹
を
重

ね
合
わ
せ
、

磨
き
込
ん
で

形

に

し

た

『
い

ち

り

ん
』
の
吐
水

部
分
に
は
曲

フ

シ

ノ

機

器

（社

長

＝

佐
々
木
忍
氏
、
本
社

＝
名
古

屋
市
南
区
）
は
、

『
瞬
時
に

清
掃
！
　
安
全

・
安
心
な
保

全
の
味
方
』
が

コ
ン
セ
プ
ト

の
洗
浄
式
Ｙ
＆
Ｔ
ス
ト
レ
ー

ナ
を
好
評
販
売
中
だ
。

洗
浄
式
Ｙ
＆
Ｔ
ス
ト
レ
ー

ナ
の
特
長
は
、
①
使
用
ラ
イ

ン
で
２４
時
間
連
続
運
転
が
可

能
。
カ
バ
ー
を
開
け
る
こ
と

な
く
ス
ク
リ
ー
ン
清
掃
が
で

き

、
配
管
ラ
イ
ン
の
稼
働
率

向
上
で
生
産
性
に
大
き
く
貢

献
。
②
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
間

・
二
次
側
の
緊
急
遮
断
弁
を

両
方
と
も
閉
じ
る
こ
と
に
よ

り
、
受
水
槽

へ
の
土
砂
の
流

入
を
防
ぎ
生
活
水
を
護

（ま

も
）

っ
て

く

れ

る
。
そ

の

時
、
ス
ト
レ
ー
ナ

（
Ｓ
Ｔ

Ｉ

Ｆ

１
３
）
下
部
排
水
部
よ
り

土
砂
や
異
物
を
十
分
に
排
出

し
、
定
水
位
弁
の
異
物
噛
み

に
よ
る
故
障
を
防
ぐ
と
と
も

に
、
通
水
時
の
受
水
槽

へ
の

流
入
を
防
止
「　
一
次
側
汚
染

水
の
流
入
と

二
次
側
配
管
の

水
の
安
全
を
確
認
後
、
制
御

盤
の
復
旧
ボ
タ
ン
に
て
安
全

に
通
常
運
転
状
態
を
開
始
で

き
る
と
い
う
も
の
だ
。

『
Ｓ
Ｔ

Ｉ
Ｆ

１
３
』
の
仕

様
は
以
下
の
通
り
だ
。
●
適

応
流
体
▽
水
道
水
、
●
適
応

温
度
▽
不
凍
０
～
６０
度
、
●

接
続
規
格
▽
Ｊ
Ｉ
Ｓ
ｌＯ
Ｋ
フ

ラ
ン
ジ
、
●
網
目
▽
４０
メ

ッ

シ

ュ
、
●
最
高
使
用
圧
力
▽

■

ｏ
Ｏ
Ｍ
Ｐ

ａ
、
●
最
高
使

用
差
圧
▽
０

・
■
Ｍ
Ｐ

ａ
、

●
材
質
▽
本
体

・
ふ
た

＝
Ｃ

Ａ
Ｃ
４
０
６
な
ど
。

本
製
品
に
関
し
て
詳
し
く

は
、
本
社
▽
電
話

（０
５
６

８
）
７９

１
２
４
７
６
、
ま
た

は
各
営
業
所
ま
で
問
い
合
わ

＝
３
万
５
０
０
０
円
）
●
オ

ー
ル
ド
ブ
ラ
ス

（品
番

＝
７

２
■
１
２
５
０

１
Ａ
Ｂ
／
定

価

＝
３
万
６
０
０
０
円
）
。

本
製
品
に
関
し
て
詳
し
く

は
、
同
社
名
古
屋
支
店
▽
電

話

＝
０
５
２

（
５
０
４
）
■

５
５
■
、
同
社
岡
崎
営
業
所

▽
電
話

＝
０
５
６
４

（
６５
）

３
■
２
■
、
ま
た
は
全
国
の

各
支
店

ｏ
営
業
所

へ
問
い
合

わ
せ
る
か
、
同
社
ウ

ェ
ブ
サ

イ
ト

ヘ
ア
ク
セ
ス
を
。

▽

水

、

蒸

気
。
●
材
質

▽
本
体

＝
Ｃ

Ａ
Ｃ

ニ
ッ
ケ

ル
メ

ッ
キ
、

要
部

＝
Ｓ
Ｕ

Ｓ
。
●
調
整

温
度
範
囲
▽

４０
～
９０
度
。

●
最
高
使
用

温
度
▽
■
６

０
度
以
下
。

が
不
要
と
い
う
こ
と
で

コ
ス

ト
ギ
ウ
ン
が
期
待
で
き
る
」

と
い

っ
た
声
が
同
社
に
は
多

数
寄

せ

ら

れ
て

い
る

と

い

う
。

【
製
品
概
要
】

●
品
番
／
Ｗ
Ｂ
３５

１
■
３

■
３
Ｍ
Ａ

Ｉ
Ｓ
‐
■

（ア
イ

ボ
リ
ー
）
▽
最
小
内
径

＝
９

・
５

皿
、
付

属

品

＝
あ

り

（
ス
タ
ン
ド
、
ビ

ニ
ー
ル
プ

レ
ー
ト
）
、
価
格

＝
６
■
０

０
円
。

●
品
番
／
Ｗ
Ｂ
３５
１
■
３

■
３
Ｍ
Ａ

Ｉ
Ｓ
１
０

（
ア
イ

ボ
リ
千
）
▽
最
小
内
径

＝
９

・
５

皿
、
付
属
品

＝
な
し
、

価
格

＝
５
３
０
０
円
。

こ
の
ほ
か
、
施
工
現
場
や

施
主
の
好
み
に
合
わ
せ
ら
れ

る
よ
う
、
ブ
ル
ー
と
オ
レ
ン

ジ
も
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
さ
れ
て

い
る
。
本
製
品
に
関
し
て
詳

し
く
は
同
社
営
業
部
▽
電
話

＝
０
５
７
５

（２４
）
８
５
８

５

、
Ｆ

Ａ

Ｘ

＝
０

５

７

５

（２４
）
８
■
８
■
、
メ
ー
ル

＝
０
一∞
‥
つ
（同
）
○
●
鮎
”
・
０
０
。
」

ｏ
、
ま
た
は
全
国
の
各
営
業

所

へ
問
い
合
わ
せ
る
か
、
同

社
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト

ヘ
ア
ク
セ

ス
を
。

ナ
の
設
置
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
こ
で
オ
ス
ス
メ
な
の
が
兼

工
業

（社
長

＝
落
合
潔
氏
、

本
社

＝
愛
知
県
小
牧
市
）
の

ス
ト
レ
ー
ナ

『
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｆ
Ｉ

３
』
だ
。
そ
の
理
由
は
、
①

抗
菌
効
果
で
定
評
の
高
い
青

鋼
製
、
②
フ
ラ

ッ
シ
ン
グ
が

容
易
な
排
水
機
構
、
③
ス
ト

レ
ー
ナ
内
部
の
確
認
が
可
能

な
サ
イ
ト
グ

ラ
ス
付
き
、

と
い

っ
た
特

長
に
あ
る
。

兼

工

業

は
、
　
″災
害

に
強
い
制
御

シ
ス
テ
ム
の

構
築
″
を
提

案

し

て

い

る
。
ま
ず
、

地
震
が
発
生

す
る
と
感
震

器
が
揺
れ
を

感
知
し
、
受

水
槽

一
次
側

麗躍固目新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を

含
む
感
染
症
対
策
と
し
て
手

洗

い
が

推

奨

さ

れ

て

い
る

が
、
手
を
洗

っ
た
あ
と
に
、

ふ
た
た
び
蛇

国
の

ハ
ン
ド
ル

に
触
れ
る
こ
と
に
抵
抗
が
あ

る
人
も
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。

感
染
症
対
策
手
洗
い
に

新
製
品
「
衛
生
水
栓
」

比
較
し
て
も

「安
価
」

「電

源
が
必
要
な
い
」

「屋
外
に

も
設
置
で
き
る
」

「
万
が

一

故
障
し
た
際
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
も
簡
単
」
な
ど
の
利
点
も

あ
る
衛
生
水
栓
だ
が
、
デ
ザ

イ
ン
は
フ
ン
パ
タ
ー
ン
で
数

十
年
変
化
が
な
か

っ
た
。

カ
ク
ダ
イ

（社
長

＝
永
島

康
博
氏
、
本
社

＝
大
阪
市
西

区
）
は
、
昔
な
が
ら
の
古
い

イ
メ
ー
ジ
を

一
新
し
た
、
ス

タ
イ
リ

ッ
シ

ュ
な
衛
生
水
栓

（写
真
）
を
発
売
し
た
。
シ

ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
で
和
風

に
も
洋
風
に
も
合
わ
せ
や
す

い
。
多
く
の
人
が
使
う
カ
フ

ェ
や
公
共
施
設
な
ど
に
オ
ス

ス
メ
の
商
品
だ
。

衛
生
水
栓
の
カ
ラ
ー
は
以

下
の
３
種
類
が
用
意
さ
れ
て

い
る
。
●
ク

ロ
ー
ム

（品
番

＝
７
２
■

１
２
５
０
／
定
価

´
＝
２
万
８
０
０
０
円
）
●

マ

ッ
ト
ブ
ラ

ッ
ク

（品
番

＝
７

２
■

１
２
５
０

１
Ｄ
／
定
価

０
取
り
付
け
姿
勢
▽
水
平

・

垂
直

（温
水
側
下
向
）
。
そ

の
他
の
詳
細
な
仕
様
や
販
売

価
格
な
ど
、
詳
し
く
は
、
同

社
名
古
屋
営
業
所
▽
電
話

＝

（
０
５
２
）
４
■
■

１
５
８

４
０
、
も
し
く
は
、
同
社
静

岡
出
張
所
▽
電
話

＝

（０
５

４
）
２
７
５
１
２
７
０
５

ヘ

問
い
合
わ
せ
る
か
、
同
社
ウ

ェ
ブ

サ

イ

ト

ヘ
ア
ク

セ

ス

を
。

同
社
に
よ
る
と
、
本
製
品

は
、
製
造
工
場
や
食
品
工
場

な
ど
の
機
器

・
装
置

・
床
の

高
温
洗
浄
に
最
適
と
の
こ
と

だ
。
な
お
、
オ
プ
シ

ョ
ン
と

な
る
が
温
度
計
、
ホ
ー
ス
、

ス
プ
レ
ー
ノ
ズ
ル
、
接
続
部

材
セ

ッ
ト
品
も
販
売
さ
れ
て

い
る
”

新
製
品

『
Ｔ
Ｒ

‐
５
型
』

の
仕
様
は
以
下
の
通
り
。
●

呼
び
径
▽
２０
。
●
適
用
流
体

そ
ん
な
な
か
、
音
な
が
ら
の

衛
生
水
栓
が
今
、
注
目
さ
れ

て
い
る
。

衛
生
水
栓
は
吐
水

回
の
下

部
に

ハ
ン
ド
ル
が
付
い
て
お

り
、
手
洗
い
時
に

ハ
ン
ド
ル

に
付
着
し
た
汚
れ
を
洗
い
流

せ
る
の
が
特

徴
だ
。
水
を

止

め

る

際

に
、
手
を
洗

っ
た
後
の
水

滴
が
水
栓
を

伝

っ
て
カ
ウ

ン
タ
ー
を
濡

ら
す
こ
と
が

な
い
の
も
嬉

し
い
。
セ
ン

サ
ー
水
栓
と

せ
を桃

の
マ
ー
ク
で
お
な
じ
み

の
バ
ル
ブ
メ
ー
カ
ー

・
ベ
ン

（社
長

＝
鈴
木

一
実
氏
、
本

社

＝
東
京
都
大
田
区
）
は
、

こ
の
度
、
蒸
気
と
水
の
直
接

混
合
型
ミ
キ
シ
ン
グ
バ
ル
ブ

『
Ｔ
Ｒ

１
５
型
』

（呼
び
径

２０
／
特
許
出
願
中
）
を
新
た

に
発
売
。
早
く
も
、
業
界
の

話
題
を
集
め
て
い
る
。

新
製
品
の
主
な
特
徴
と
し

て
は
、
①
取
り
付
け
容
易
な

軽
量

・
コ
ン
パ
ク
ト
設
計
。

②
温
水
を
素
早
く
供
給
で
き

る
直
接
混
合
型
。
③
温
水
出

蒸
気
と
水
の
直
接
混
合
型

ミ
キ
シ
ン
グ
バ
ル
ブ
新
発
売

口
側
の
先
端
で
開
閉
で
き
る

先
止
め
方
式
採
用
で
、
手
元

で
の
開
閉
操
作
が
可
能
。
④

水
側
が
流
れ
た
後
に
蒸
気
が

供
給
さ
れ
る
安
全
設
計
。
の

４
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

丸
形

ハ
ン
ド
ル
で
洗
面
台

に
自
然
と
調
和
し
て
く
れ
る

『
流
量
調
整
ボ
ー
ル
バ
ル
ブ

平
行
お
ね
じ
　
丸
形

ハ
ン

ド
ル
』

（ダ
ブ
ル

ロ
ッ
ク
バ

ル

ブ
　
Ｗ
Ｂ
３５
型
）
は

現

在
、
オ
ン
ダ
製
作
所

（社
長

＝
恩
田
由
紀
氏
、
本
社

＝
岐

阜
県
関
市
広
見
）
か
ら
絶
賛

発
売
中
で
あ
る
。

本
製
品
は
ア
イ
ボ
リ
ー
を

基
調
と
し
た
デ
ザ
イ
ン
の
丸

形

ハ
ン
ド
ル
で
、
不
意
の
接

触
に
よ

っ
て

ハ
ン
ド
ル
角
度

が
変
わ
り
流
量
が
変
更
さ
れ

る
リ
ス
ク
を
低
減
し
て
く
れ

る
。
ま
た
、
中
間
開
閉
が
で

き
る
特
殊
ボ
ー
ル
バ
ル
ブ
だ

か
ら
、

ハ
ン
ド
ル
の
角
度
で

簡
単
に
流
量
の
調
整
が
可
能

で
あ
る
。
樹

脂
管
を
フ
ン

タ

ッ
チ
接
続

で
き
る
ダ
ブ

ル

ロ
ッ
ク
ジ

ョ
イ
ン
ト
を

一
体
化
し
て

い
る
の
も
嬉

し
い
機
能
の

ひ
と

つ
だ
。

Ｗ
Ｂ
３５
型

安

心

・
安

全

な
保

全

の
味

方

手
動
洗
浄
式
Ｙ
＆
Ｔ
ス
ト
レ
ー
ナ

流
量
調
整
ボ
ー
ル
バ
ル
ブ
Ｗ
Ｂ
３５
型

丸
形
ハ
ン
ド
ル
で
洗
面
台
に
調
和

を
使
用
し
た
施

工
現
場
か
ら

「
丸
形

ハ
ン
ド
ル
で
洗
面
台

に
馴
染
ん
で
イ
イ
ね
」

「ダ

ブ
ル

ロ
ッ
ク
ジ

ョ
イ
ン
ト

一

体
だ
か
ら
ネ
ジ
接
続
箇
所
が

削
減
で
き
安
心
し
て
施
工
で

き
る
」

「給
水
管

・
止
水
栓

を

大

幅

短

縮
。

ハ
ン

ド

ル
を

回

し

バ

ル
プ

を

開
放

す
る

こ

と

で

ス
ラ

ッ
ジ

を

排

出
。
差

圧

・
目

語

ま

り

に
よ

る

ス

ク

リ

ー

ン

の
破

損

を

防

止
。

③
保
全
担
当
者
の
重
労
働

・

危
険
な
作
業
の
軽
減
。
作
業

性
の
悪
い
場
所
や
、
こ
れ
ま

で
大

口
径
で
数
人
で
の
作
業

が
必
要
だ

っ
た
業
務
が

一
人

で
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

使
用
流
体
は
主
に
水
系
流

体
。
地
域
冷
暖
房
設
備
、
冷

却
水

・
循
環
水
設
備
の
水
質

改
善
、
各
種
機
器
類
の
保
護

な
ど
、
工
場
設
備
に
実
績
が

あ
る
。

一
般
ス
ト
レ
ー
ナ
使

用
時
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
頻
度

が
高
い
場
所
ほ
ど
、
洗
浄
式

Ｙ
＆
Ｔ
ス
ト
レ
ー
ナ
の
使
用

は
有
効
だ
。

同
社
は
各
種
ス
ラ

ッ
ジ
を

用
い
た
実
流
実
験
で
ス
ラ

ッ

ジ
性
状
に
最
適
な
部
品
提
案

も
し
て
お
り
、
ス
ラ

ッ
ジ
の

持
ち
込
み
に
よ
る
個
別
実
証

試
験
の
見
学
も
歓
迎
と
の
こ

と
だ
。
保
全
作
業
の
改
善
提

案
や
、
目
的
に
合
わ
せ
た
ス

ト
レ
ー
ナ
の
モ
デ
ル
選
定
な

ど
各
種
相
談
も
随
時
受
け
付

け
中
で
あ
る
。
本
製
品
に
関

し
て
詳
し
く
は
、
同
社
名
古

屋
営
業
所
▽
電
話

＝
０
５
２

（８
２
２
）
８
７
２
６
▽
Ｆ

Ａ
Ｘ

＝
０
５
２

（
８
２
２
）

８
７
■
４
▽
メ
ー
ル

＝
・
”
ｍ

Ｏ
く
”
∩
）ブ
く
”
∽
一●
〇
オ
一声
一
・０
０
・

し

、
ま
た
は
東
京

・
大
阪
の

各
営
業
所
な
ら
び
に
九
州
出

張
所
ま
で
連
絡
す
る
か
、
同

社
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト

ヘ
ア
ク
セ

ス
を
。
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―
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Ｎ

一

一一
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〓

〓
ん
ニ
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」


